
 愛 媛 県 環 境 審 議 会 の 会 議 結 果  
 

１ 会議の名称   愛媛県環境審議会 

２ 開催日時  令和７年８月７日（木）14：00～15：00 

３ 開催場所  愛媛県水産会館６階 大会議室 

４ 出 席 者  委員 11名（水質特別委員を含む）、事務局 11名 

５ 審議事項（諮問） 

  ・愛媛県栄養塩類管理計画について 

６ 審議の内容（傍聴者なし） 

審議結果 

・事務局（案）を適当と認め、知事へ答申。 

 

委員からの主な意見 
  ・燧灘で全燐が環境基準超過している地点があるが、全燐を増加措置の対象物

質とする必要があるか。 
  ⇒燧灘中西部全域においては、増加措置後も環境基準を満足していることや、

ノリの生育のため 全燐が必要であり、漁協からの要望も強く寄せられている
ため、対象としている。 

  ・ノリ養殖の生産量低下は、栄養塩類の不足だけではなく、水温上昇の影響も
ある中で、高水温でも育つノリの品種改良を進める必要がある。 

  ⇒県栽培資源研究所にて品種改良を進めている。栄養塩類管理計画を先行して
策定している兵庫県や香川県ではノリの生産量が伸びており、栄養塩類増加
措置も必要と考える。 

 
※審議会資料は別添のとおり 

〔環境審議会事務局〕 
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